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また、同社では件数が多く管理しきれていなかった、小口の見積

書提出にワークフローを利用している。

「以前は各自がExcelで見積を作成し、総務部門が提出していま

した。しかし、小口の見積書は年間1,000件にものぼり、管理し

きれていません。そのため、見積書がお客様に提出されたのか、

今どのような状況なのか、わからなくなってしまっていたのです。

そこで、Officeのワークフローを利用することを思いつきま

した。」（工藤氏）

Officeのワークフローなら申請状況や処理状況を一覧で確認する

ことが出来る。依頼側も途中経過を一目で確認でき、いちいち処

理状況を聞きに行く手間もなくなった。

導入効果2
ワークフローで見積書の作成をスピーディーに

▲重要なことが一目でわかる掲示板

▲日々活発に利用している小口見積ワークフロー画面
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様々なシステムやツールを導入する上で、利用者にとって抵抗

なく便利に使えることを最も重視する工藤氏。最後このような

ご要望をいただいた。

「どのようなソフトでも使うのはシステム管理者ではなく一般の

利用者。利用者に気持ちよく使ってもらうためには、お気に入り

のデザインが選べるだけでも違うものです。利用者に楽しく使っ

てもらうための工夫に、これからも力をいれてもらいたいですね。」

（工藤氏）

今後の要望
利用者がより楽しく使える環境を

▲好みに合わせて楽しく使えるデザイン


